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５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象： 貞山運河に関心のある市民、親子連れ、大学生 など

参加者数： 9/14：40名　10/5：63名　2/23：39名

事業名 実施場所仙台湾・貞山運河活用プロジェクト
せんだいわん・ていざんうんがかつようぷろじぇくと

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

1）貞山運河の渡し舟と新浜フットパス（新浜町内会主催）
★ボート・さくば櫓こぎ体験の運営を貞山運河倶楽部が担当
集合場所：新浜みんなの家　／　実施場所：貞山運河 新堀
　①2025年8月2日(土)開催予定でしたが、悪天候予報のため中止。
　→代替9月14日(日)9:40-12:30「新浜 貞山運河小屋めぐり」（貞山運河倶楽部主催）内
でボート体験を実施
　②10月5日(日)10:00-12:30　渡し船・さくば櫓こぎ体験・砂浜のごみ拾いとスナガニ調査
　③さくば補修作業10月3日～4日

2）貞山運河フォーラム（貞山運河倶楽部主催）の開催
　・2026年2月23日(月祝)　仙台市市民活動サポートセンター セミナーホール
　・テーマ「貞山運河界隈の新たな交流をつくる」

宮城県仙台市宮城野区・若林区

10月5日は、修理を施した木造和船さくばに参加者に乗ってもらい、好評でした。
さくばを漕ぐ、船頭さんの様子を動画に撮り、YouTubeにアップしてもらいました。
→「新浜学校　和船さくばを漕ぐ」で検索
また、新浜町内会と協働で砂浜のごみ拾いを行ないました。その後、沿岸部で活動している里浜ネッ
トワークと連携してスナガニ調査を行いました。
2月23日の貞山運河フォーラムでは、貞山運河界隈の新たな交流をつくるため、様々なみなさんにパ
ネラーとして発言していただきました。新たな絆をつくることが出来ました。

２．実施体制（結果報告）

〈主たる実施団体〉
貞山運河倶楽部、新浜町内会、Temporary Commons実行委員会
（協力）
せんだいメディアテーク、貞山運河ネット、カワラバン、NPO法人水・環境ネット東北

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

本事業は、東日本大震災によって津波被災した仙台湾に沿った貞山運河を仙台市の観光
資源として活用するプロジェクトです。運河と周辺施設を利活用し、運河への親水事業を展
開します。これにより運河の魅力を多くの人に知ってもらうとともに、水辺の体験から知水→
治水を学ぶ人材育成を行い、また人々の交流を深め地域の賑わいづくりを推進します。

申請者 貞山運河倶楽部
ていざんうんがくらぶ

関連河川名 貞山運河 （新堀）

貴重な土木遺産である貞山運河のすばらしさを体感していただきました。渡し舟や和船さく
ばに乗っていただき、運河と人々の暮らしを知っていただきました。
今後、貞山運河の魅力を広く知っていただきたいと思います。

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

貞山運河を利活用して、貞山運河界隈、仙台湾岸の魅力アップに取り組んでいきたいと思
います。

⑮貞山運河倶楽部



(様式７－２）

仙台湾・貞山運河活用プロジェクト

写真 写真

10/5貞山運河　渡し舟と新浜フットパス開会

9/14小屋めぐりと貞山運河

2/23貞山運河フォーラム グループディスカッション

事業名

事業実施報告書（写真）

写真 写真

9/14ボートでまぼろしの橋をくぐる

写真

10/5貞山運河を渡し舟で渡る 10/5貞山運河のさくば体験

9/14小屋めぐりでのボート体験

2/23貞山運河フォーラム グループディスカッション

⑮貞山運河倶楽部


